
  

 
 

図表 1：インドの貿易収支（輸出入変化は 3 か月移動平均）  図表 2：輸入総額に占める金の割合 

 

 

 
出所：ブルームバーグ、みずほ銀行  出所：ブルームバーグ、みずほ銀行 
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2024 年 12 月 17 日

通貨ニュース 

インド：貿易赤字が過去最大を更新  

12 月 16 日、インドの 11 月貿易収支が公表されたが、結果は▲378 億ドルの赤

字となり、市場予想の▲230 億ドルを上回る赤字規模を記録した（図表 1）。
2023 年 10 月の▲304 億ドルも上回り、過去最大の貿易赤字を更新したかたち

だ。輸出の減少、および輸入の急増の双方が収支悪化に寄与したが、特に輸

入の急増が目に付く。輸入は前年比で+27.0％も膨らんでおり、これは 2022 年

8 月以来の伸び率になっている。 
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底堅い内需が輸入増に寄与していることは間違いないが、11 月の輸入急増に

は一時的要因も大きい。それは金輸入で、実際 149 億ドルも輸入している。こ

の数字は、これまで過去最高であった 8 月の 101 億ドルを大幅に上回った。輸

入額全体に占める割合を確認しても、21.2％と過去最高を記録した（図表 2）。 

7 月に輸入関税が引き下げられて以降（*）、金輸入は予想通り増加傾向にあ

る。ただし、この傾向が永続的に続く訳でもなかろう。とはいっても、短期的には

やはり輸入額増加に寄与する時間帯は続く公算は大きい。結果、巨額の貿易

赤字が定着しており、断続的に過去最安値を更新している INR 相場の重しに

なり続けそうなことは否定しがたい事実である。 

（*）詳細は、2024 年 7 月 24 日発行の通貨ニュース、『インド：本年度改定予算

案公表を受けて～INR 最安値更新の背景～』をご覧ください。 

 


